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ここをここを問問うう町政



３月定例会３月定例会
　令和７年３月定例会を３月４日から３月２１日まで１８日間開き、条例の制定１件、条例の
一部改正７件、令和６年度補正予算８件、令和７年度当初予算７件などを審議しました。
　また、４人の議員が会派を代表して質問を行い、町当局の考えをただしました。
　（議案審議の結果は４ページに記載）

小・中学校体育館に小・中学校体育館に
エアコン設置エアコン設置

待ち遠しいエアコン整備

　熱中症予防や避難所環境向上のため、町内２
中学校・４小学校の体育館に空調設備を整備し
ます。工事費用は５億３２７０万円（監理業務
委託料を含む総工費は６億１１２７万円）で、
期間は令和８年３月１６日までです。

問� 答�
　停電対応型ガスヒートポンプエアコンを設
置するが、プロパンガスボンベの備蓄は何日
分を想定しているのか。

　停電でも使用できるガスヒートポンプエア
コンで、３日間分（７２時間）の備蓄ができる。

消防団員の処遇改善消防団員の処遇改善

地域を守る消防団員の活躍

　消防団員の処遇改善を図るため、新たに３５
年以上の退職報償金の枠組みを追加します。令
和７年４月１日に消防団員等公務災害補償等責
任共済等に関する法律施行令の施行が予定され
ており、それに併せて条例を改正します。

問� 答�
　消防団員の処遇のさらなる改善は考えられ
なかったのか。

　長年にわたり活動している団員の処遇改善
を改正内容としています。消防団本部でも、
議論を進めます。
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人権尊重の人権尊重の
まちづくり条例まちづくり条例

人権に関する相談・支援窓口

　人権が尊重される社会を実現するためには、
あらゆる差別を無くす強い意志を持ち、行動を
起こすことが、必要です。
　「あらゆる人権侵害を許さない」と改めて宣
言する条例制定を可決しました。

問� 答�
　人権意識の醸成を図るため、人権教育や啓
発が必要である。また、相談や支援ができる
体制づくりは。

　人権に関する相談窓口は、住民にも分かり
やすいように、健康福祉課に設置し対応しま
す。
　また、人権委員会を設置し、差別事案の解
決も行います。

１月臨時会１月臨時会��１月 1５日��１月 1５日

事業継続へ支援事業継続へ支援

みんなの笑顔を守りたい

　国の臨時交付金を活用して、町内の障害福祉
施設等２１か所、介護施設等３７か所、保育施
設６か所、医療機関等３０か所に対して支援金
を給付します。

問� 答�
　保育施設や介護施設など以外に、数ある推
奨事業メニューの中で、医療機関も支援する
と決めた理由は。

　物価高騰の影響を受けて、経営的に苦しん
でいるところもあるので、医療機関に対して
も支援する。
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議案の審議結果議案の審議結果【令和７年１月臨時会・３月定例会】【令和７年１月臨時会・３月定例会】

全��員��賛��成 で可決した議案で可決した議案
　　　　議　案 議決日

町�
長�
提�
出

条　例

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定

3/4

情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例制定
職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例制定
特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例制定
町立自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定
非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例制定
人権尊重のまちづくり条例制定 3/21

令和６年度
予　算

一般会計補正予算（第８号）
1/15

水道事業会計補正予算（第３号）
一般会計補正予算（第９号）

3/4

国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
財産区特別会計補正予算（第２号）
介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）
水道事業会計補正予算（第４号）
下水道事業会計補正予算（第３号）

一般会計補正予算（第１０号） 3/21

令和７年度
予　算

一般会計予算

3/21

国民健康保険事業特別会計予算

財産区特別会計予算

介護保険事業特別会計予算

後期高齢者医療事業特別会計予算

水道事業会計予算

下水道事業会計予算

契　約 工事請負契約締結（播磨町立小中学校屋内運動場 空調設備整備工事） 3/4
委
員
会

　
提
出

発　委
議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例制定

3/4
議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例制定
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賛�否�の分かれた議案 （○…賛成、×…反対）

議　案　名
賛　
　
成

反　
　
対

議
決
結
果

議
決
日

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
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男
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子

宮
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良

板
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就
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河
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大
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金
三
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村　
晴
恵

浅
原　
俊
也

藤
原　
秀
策

岡
田
千
賀
子

町
長
提
出

条
例

　職員の給与に関する条例等の一部を改正する
　条例制定 11 1 可決 3/4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇

※　播磨町議会の現議員数は1３人です。採決は、全議員の過半数（7人）以上の出席を要し、議長を除く出席議員の過半数の賛成をもって可
決されます。ただし、法律に別の定めがある特別多数議決の場合は、この過半数議決は適用されません。

※　議長は採決に加わりませんので、「－」で表示しています（議長＝議席９河野照代　議長不在などの場合には副議長が議長を務めま
す）。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。



令和７年度予算案を可決令和７年度予算案を可決

建設  （仮称）ポエムキューピットこども園　

開設  児童発達支援センター

男性  ＨＰＶワクチン接種助成　　　　　

推進  みんなの居場所づくり　　

策定  自転車ネットワーク計画　　

災害  ４小学校にマンホールトイレ整備　　　

見守り  ＢＬＴタグの利用料助成

グラフの見方
上段：科目、総額に占める割合　　中段：予算額　　下段：対前年度増減

※各項目で１万円未満を切り捨てているため、合計が合わない場合があります。

歳　入

自
主
財
源
53.7
％

依
存
財
源
46.3
％

町税　41.5％
５８億９４２８万円
（２億９7７万円）

繰入金（貯金取崩）　７．６％
１０億８４３２万円
（－４７０５万円）

諸収入　３.４％
４億８７４１万円
（１億５０２１万円）

その他　1.2％
1億7313万円
（-1196万円）

国庫支出金　１６．１％
２２億８９５９万円
（５億１３８６万円）

地方交付税　
１１.８％
１６億７０１０万円
（３億７５００万円）

県支出金　７．８％
１１億２５万円
（６０６８万円）

町債（借入金）　１．８％
２億６０３０万円
（ー２億２９００万円）

地方消費税交付金
６．０％
８億４４７３万円
（７２７７万円）

その他　2.8％
4億402万円
（4802万円）

一般会計

入るお金
142億815万円

歳　出

民生費（福祉など）
４０．９％
５８億１８４２万円
（７億７４３７万円）

衛生費　６．５％
（予防接種・ごみ処理など）
９億２３３７万円
（４９９３万円）

土木費　９．４％
１３億３５５４万円
（１億４９５７万円）

教育費　１５．９％
２２億６４６０万円
（－２８６０万円）

総務費　１２．７％
１８億１１７万円
（１億５１万円）

公債費　７．７％
１０億８７４９万円
（９５５３万円）

その他　３．１％
４億４１９８万円
（ー１４６４万円）

消防費　３．８％
５億３５５４万円
（１５６３万円）

一般会計

出るお金
142億815万円
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ギカイの視点
　令和７年度予算案は、前年度に比べて
８．７％増加している。
　さまざまな要因があるが、適切妥当な
配分になっているのかを注視し、１２名
の委員で予算審査に臨んだ。



の主な事業の主な事業の主な事業
児童発達支援センター開設児童発達支援センター開設

男性に対する ＨＰＶ ワクチン接種助成 男性に対する ＨＰＶ ワクチン接種助成 

奨学金返済支援制度奨学金返済支援制度

児童福祉施設整備児童福祉施設整備

自転車ネットワーク計画自転車ネットワーク計画

　令和８年２月に総合福祉センター内に、児童発達
支援センターを開設し、就学前から１８歳まで切れ
目なく支援を行う体制を構築する。

　ＨＰＶは子宮頸がんだけでなく、男性におい
てもがん（肛門がん、中咽頭がんなど）や性感
染症を引き起こすことから、新たに小学６年生
から高校１年生世代の男性に対してのＨＰＶワ
クチン接種費用を助成する。（県内初）

　町内中小企業の人材確保や若年層の町内就職及び
定着を促進するため、若手社員の奨学金返済支援制
度を構築する中小企業を兵庫県と協調して支援し、
若者の奨学金返済の負担を軽減する。

　保育所等待機児童の解消に向け、令和８年４月
から新規開所予定である幼保連携型認定こども
園（宮西）の整備費用に対して、補助を行う。

みんなの居場所づくりみんなの居場所づくり
　多世代の居場所づくり活動を推進するため、社会
福祉協議会に委託し、町と一緒に進めていく。新規
立ち上げには補助金を出し、令和７年度は２箇所の
新規立ち上げと従来５箇所の運営費の補助を行って
いく。

　安全で快適な自転車走行環境の効果的・効率
的な整備を目的に、自転車道・自転車通行帯等
の計画を策定する。

１,４０５万円

102万円

60万円

3億8,517万円

599万円

１,063万円

6議会だより No.267



令和７年度令和７年度令和７年度
別府鉄道リニューアル別府鉄道リニューアル

総合体育館 空調設備整備総合体育館 空調設備整備

見守りカメラの検知器を活用した見守りサービス見守りカメラの検知器を活用した見守りサービス

大池広場整備大池広場整備

マンホールトイレ整備 マンホールトイレ整備 

　多木化学株式会社様より寄贈を受ける別府鉄
道の貨車を、現在展示中の機関車・客車と連結
して展示するために必要な設計を行う。

　利用者が快適にスポーツを楽しめる環境整備の
ため、また、災害時の避難所・代替避難所として
の環境向上を図るため、大体育室空調設備の設計
を行う。

　小学校 1 年生の安全な登下校のため、また、
障がいのある方・認知症高齢者の行方不明時に
早期発見・保護ができるよう、ＢＬＥタグ（見
守りタグ）の利用料を全額助成する。

　令和６年度に住民の皆さまとともに作成した基本
計画を基に、令和９年度着工・令和１０年度完了を
目指し、都市公園として整備するための設計を行う。

小・中学校体育館 空調設備整備小・中学校体育館 空調設備整備
　児童生徒が使用するだけではなく、災害時に
は避難所となる全小・中学校の屋内運動場に、
夏季の熱中症予防や避難所としての環境向上を
図るため空調設備の整備を行う。

　地震災害に備えて、特に重要な給水施設に係る管
路について上下水道一体で耐震化を図るとともに、
避難所となる４小学校にマンホールトイレ（一校あ
たり１０基を予定）を設置するための設計を行う。

７４５万円

１，３５５万円

計１７４万円

１，289万円

6億1,１27万円

１，９００万円
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学校給食の学校給食の学校給食の
質・量は質・量は質・量は

こどもの権利こどもの権利こどもの権利

生成ＡＩの活用は生成ＡＩの活用は生成ＡＩの活用は

北古田周辺地区北古田周辺地区北古田周辺地区
まちづくりまちづくりまちづくり

交通空白解消は交通空白解消は交通空白解消は

広域ごみ処理広域ごみ処理広域ごみ処理
負担額減負担額減負担額減

問 食材は高騰しているのに
予算が微増となっているだけ
なのだが、質や量は保てるの
か。

答 栄養価などの必要な成分
は決まっているので、その中
で喜んでもらえるメニューを
工夫している。

問 こどもの権利条例制定に
向けて、こどもを対象とした
学習会の内容と、こどもが困っ
たことの相談はできるのか。

答 「こどもの権利」に関す
る講演会を行い、アンケート
の意見を大事に学習を深め
る。直接弁護士に相談できる
体制を整えていきたい。

問 生成ＡＩを活用する予算
を計上しているが、事業の内
容は。また、その効果は。  

答 総合行政ネットワーク上
で使える生成ＡＩを導入する
ことで、業務の生産向上を図
る。

問 アンケート調査や勉強会
を踏まえての継続とは、具体
的にどのように進めていくの
か。

答 参画意識を高めてもらう
ため、どんなまちにしたいか
を話し合う場を設けて進めて
いく。

問 交通空白解消に向けて官
民連携プラットフォームが発
足している。令和７年度に新
たな仕組みが必要では。

答 同プラットフォームに入
会するためエントリーをして
おり、新たに民間との試行的
連携の検討を進める。

問 広域ごみ処理施設運営負
担金が約８４７万円少なく
なっている。町としてどのよ
うに分析しているのか。

答 循環型社会の点からも良
い流れである。住民の方がご
みを減らす意識を持って取組
んでいる効果が負担金減に繋
がった。

環境に配慮したごみ減量 交通空白解消へ

令和７年度の各事業の予算案が適切妥当であるのかを慎重に審査するため、同審査を予令和７年度の各事業の予算案が適切妥当であるのかを慎重に審査するため、同審査を予
算特別委員会に付託し、６日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。算特別委員会に付託し、６日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。
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自転車ネット自転車ネット自転車ネット
ワーク計画策定はワーク計画策定はワーク計画策定は

橋りょう橋りょう橋りょう
補修事業は補修事業は補修事業は

病児保育の誘致は病児保育の誘致は病児保育の誘致は

公園のトイレ整備公園のトイレ整備公園のトイレ整備

食育の推進は食育の推進は食育の推進は

中学生の中学生の中学生の
熱中症対策は熱中症対策は熱中症対策は

問 自転車ネットワーク計画
策定を予定している地域内道
路や計画キロ数などは決まっ
ているのか。

答 他市町との連結性が必要
である。具体的には、まだだ
が公共施設等を結ぶ主要幹線
など、関係者との協議を踏ま
え選定したい。

問 測量設計業務委託料は道
路橋梁長寿命化修繕計画に基
づく定期点検か。何を目的に
実施するのか。

答 計画により、定期点検を基
本５年に 1 回実施する。令和
７年度は定期点検を実施し、
長寿命化計画を令和８年度に
見直し予定である。

問 住民から病児・病後児保
育の要望が多くなってきてい
るが、受け入れ可能な小児科
の誘致は。

答 現在、受け入れしている
病院は１件であるが、要望が
多いことから今後も誘致を進
めていく。

問 公園施設長寿命化計画の
遊具などの修繕費は予算化さ
れているが、公園トイレの有
無の判断はいつになるのか。

答 自治会などの地元に意見
を聞いて、調査を進めている
が、調整が難しい。期限を切っ
て答えを導き出す。

問 学校給食に食育を取り入
れる考えは。  
 

答 国などの通知でも食育の
観点を取り入れており、今後
も推進していく。

問 熱中症対策に冷水機が有
効だが、老朽化した中学校の
冷水機の更新は。  

答 播磨中学校３台、播磨南
中学校４台の全てを更新す
る。

橋の安全確認 病気のときも安心

予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会
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質�問�者 質　　問　　事　　項

1 　チーム新星代表
　　奥田　俊則 （１）� 令和７年度施政方針は

2 　播磨町民の会代表
　　板谷　良祐

（１）� 令和７年度施政方針は
（２）� 町内中小企業への人材獲得支援を

3 　政風会代表
　　岡田　千賀子 （１）� 令和７年度施政方針は

4 　公明党代表
　　木村　晴恵

（１）� 令和７年度施政方針は
（２）� 災害時のトイレ対策は

３月１１日に４人の議員が会派を代表し
令和７年度施政方針について町当局の考えをただしました。

代表質問とは、３月定例会において会派を代表
する議員が町長の施政方針や予算編成方針に対
して行う質問です。録画配信
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チ
ャ
レ
ン
ジ播磨町民の会代表

板
いた
谷
や
�良
りょう
祐
すけ
議員

ま
つ
り
で
の
高
校
生

ま
つ
り
で
の
高
校
生

　
　
へ
の
屋
台
枠
は

　
　
へ
の
屋
台
枠
は

答
弁

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る

問　

播
磨
南
高
等
学
校
「
地
域
デ
ザ
イ

ン
類
型
」
の
発
表
会
の
中
で
、
大
中
遺

跡
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
を
出
店
し
た
い
と
い
う
グ
ル
ー
プ

が
あ
る
。
運
営
を
経
験
で
き
、
地
域
住

民
と
の
交
流
を
深
め
る
機
会
に
も
な
る

が
、
高
校
生
に
毎
年
、
屋
台
枠
を
用
意

す
る
考
え
は
。

答　

大
変
す
ば
ら
し
い
考
え
で
あ
り
、

高
校
側
と
調
整
の
上
、
屋
台
枠
を
用
意

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
町

の
「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
補

助
金
」
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
」
を
活
用

で
き
る
。

あ
ん
し
ん
ボ
タ
ン
拡
充
は

あ
ん
し
ん
ボ
タ
ン
拡
充
は

問　

貸
与
の
対
象
者
に
日
中
ひ
と
り
暮

ら
し
に
な
る
高
齢
者
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
事
業
の
充
実
が
図
ら
れ
る
が
、
令
和

６
年
度
の
補
正
予
算
で
実
施
し
な
か
っ

た
理
由
は
。

答　

当
事
業
が
介
護
保
険
法
の
「
地
域

支
援
事
業
」
の
対
象
事
業
に
該
当
し
、

地
域
支
援
事
業
交
付
金
の
対
象
と
な
る

事
が
分
か
っ
た
が
、
申
請
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
実
施
と
な

っ
た
。

本
町
下
水
道
の
安
全
は

本
町
下
水
道
の
安
全
は

問　

埼
玉
県
八
潮
市
で
下
水
道
管
破
裂

に
起
因
す
る
陥
没
が
起
き
、
住
民
は
大

変
な
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
本
町

の
汚
水
管
渠
は
安
全
か
。

答　

腐
食
の
お
そ
れ
が
あ
る
重
要
な
汚

水
管
渠
は
調
査
済
み
で
、
６
か
所
確
認

し
て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
修
繕
を
行

う
。

大中遺跡でチャレンジショップ

問　

み
ん
な
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
は
、

学
校
以
外
の
こ
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
、

多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
を
推
進

し
ま
す
と
あ
る
、
具
体
的
な
委
託
内
容

や
補
助
内
容
は
。
そ
し
て
、
新
た
な
居

場
所
の
開
設
の
目
標
は
。

答　

す
で
に
地
域
で
居
場
所
づ
く
り
を

し
て
い
る
各
団
体
と
交
流
・
連
携
の
実

績
が
あ
る
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
、
新
た
に
配
置
と
な
る
「
居
場
所
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
町
が
連
携
の
う

え
、
地
域
の
多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
居
場
所
運
営
や
立
ち
上
げ
に
関

す
る
支
援
、
運
営
を
手
伝
い
た
い
人
や

運
営
団
体
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
業
務

と
す
る
。
ま
た
、
居
場
所
の
立
ち
上
げ

や
運
営
を
行
う
団
体
に
、
補
助
金
を
交

付
す
る
こ
と
に
よ
り
必
要
経
費
に
対
す

る
支
援
を
す
る
。
開
設
の
目
標
は
、
２

か
所
の
新
規
立
ち
上
げ
と
５
か
所
運
営

費
を
見
込
ん
で
い
る
。

万
博
校
外
学
習
は

万
博
校
外
学
習
は

問　

県
の
万
博
子
ど
も
招
待
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
活
用
し
、
小
学
６
年
生
と
中
学

生
全
員
が
校
外
学
習
と
し
て
大
阪
・
関

西
万
博
を
訪
問
し
ま
す
と
あ
る
。
学
年

を
限
定
し
た
考
え
方
は
。
ま
た
、
県
下

の
市
町
の
実
施
予
定
は
。

答　

で
き
る
だ
け
多
く
の
児
童
生
徒
が

参
加
す
る
こ
と
を
考
え
、
発
達
段
階
を

考
慮
し
た
う
え
で
、
各
学
校
と
教
育
委

員
会
で
参
加
学
年
を
決
定
し
た
。
県
下

の
状
況
は
、
約
半
数
の
市
町
に
お
い
て
、

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
を
中
心
に

参
加
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

気軽に立ち寄れる居場所

居
場
所
づ
く
り
は

居
場
所
づ
く
り
は

答
弁

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
配
置
す
る

居 
場 
所

チーム新星代表

奥
おく
田
だ
�俊
とし
則
のり
議員
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問　

こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代

が
集
え
る
地
域
で
の
居
場
所
が
見
当
た

り
に
く
い
。

　

居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

答　

す
で
に
地
域
で
居
場
所
づ
く
り
を

し
て
い
る
各
団
体
と
交
流
・
実
績
が
あ

る
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
、
新

た
に
配
置
と
な
る
「
居
場
所
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
と
町
が
連
携
し
、
地
域
の

多
世
代
が
誰
で
も
集
え
る
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

支
援
の
内
容
は
。

答　

運
営
や
立
ち
上
げ
に
関
す
る
支
援
、

手
伝
い
た
い
人
や
運
営
団
体
同
士
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
な
う
。

　

開
設
希
望
者
や
す
で
に
開
設
し
て
い

る
人
同
士
の
交
流
会
、
居
場
所
周
知
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
必
要
な
経
費
も
補

助
す
る
。

保
育
待
機
児
童
対
策
は

保
育
待
機
児
童
対
策
は

問　
「
保
育
待
機
児
童
問
題
」
は
入
所

申
請
を
し
て
も
、
受
け
入
れ
定
員
に
限

り
が
あ
る
た
め
に
入
所
出
来
ず
、
順
番

を
待
つ
保
留
児
童
が
発
生
す
る
問
題
で
、

一
回
目
の
利
用
調
整
会
議
で
は
、
保
留

児
童
数
は

148
人
で
す
。

　

待
機
児
童
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
加

え
て
北
部
と
南
部
地
域
に
1
か
所
ず
つ

「
一
時
預
か
り
」
を
開
所
予
定
で
す
。

　

令
和
8
年
4
月
に
開
所
予
定
の「（
仮

称
）ポ
エ
ム
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
こ
ど
も
園
」

は
、
保
育
定
員
85
人
、
教
育
定
員
10
人

の
合
計
95
人
の
定
員
設
定
で
す
。

　

新
た
に
小
規
模
保
育
所
の
整
備
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
や
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
に
対
し
て
タ
ク
シ
ー
券

を
交
付
し
、
社
会
参
加
や
移
動
の
支
援

を
し
て
い
る
が
、
住
民
か
ら
は
タ
ク

シ
ー
を
呼
ぼ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
つ

か
ま
ら
ず
、
予
約
も
で
き
な
い
、
と
の

声
を
多
く
聞
く
。
状
況
を
把
握
し
、
住

民
が
タ
ク
シ
ー
を
使
い
や
す
く
す
る
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

答　

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
契
約
を
締
結

し
て
い
な
い
近
隣
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
働
き
か
け
、
利
用
の
幅
を
広
げ
る
。

　

ま
た
、
国
及
び
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
公
共
交
通
乗
務
員

の
確
保
に
努
め
る
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
は

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
は

問　

近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
も
あ
り
、

被
災
地
で
の
大
き
な
損
害
を
目
の
当
た

り
に
す
る
。
我
が
地
域
に
も
、
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
大
災
害
、
そ
の
時
に
電

気
や
ガ
ス
、
水
や
食
料
の
問
題
が
発
生

し
、
そ
れ
に
加
え
て
重
要
な
こ
と
が
ト

イ
レ
問
題
で
あ
る
。

　

災
害
時
避
難
所
な
ど
仮
設
ト
イ
レ
設

置
ま
で
の
携
帯
ト
イ
レ
の
現
状
は
。

答　

携
帯
ト
イ
レ
と
し
て
組
み
立
て
式

の
簡
易
ト
イ
レ
を
130
個
、
汚
物
処
理
袋

を
７
４
０
０
枚
準
備
し
て
い
る
。

　

仮
設
ト
イ
レ
は
、
組
み
立
て
式
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
分
も
含
め
て
、
51
基
を

準
備
し
て
い
る
。

　

各
ご
家
庭
で
も
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
兵
庫
県
防
災

士
会
な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
今
後

も
啓
発
し
て
い
く
。

気軽に集える中央公民館ロビー

播磨町駅南側タクシー乗り場

乗
務
員
増
を

タ
ク
シ
ー
の

タ
ク
シ
ー
の

使
い
や
す
い
対
策
を

使
い
や
す
い
対
策
を

答
弁

関
係
機
関
と

　
乗
務
員
確
保
に
努
め
る

木
き
村
むら
�晴
はる
恵
え
議員

公明党代表

集
い
の
場
づ
く
り
は

集
い
の
場
づ
く
り
は

答
弁

コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
が

　
　
　
支
援
に
取
り
組
む

子
育
て
支
援岡

おか
田
だ
千
ち
賀
か
子
こ
議員

政風会代表
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　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくり
に向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの
委員会報告書をご覧ください。

委員会報告書は
こちら

総
務
建
設

総
務
建
設

■
１
月

■
１
月
1515
日
開
催

日
開
催

地
震
災
害
時
の
応
急
給
水

　
重
要
給
水
施
設
の
中
か
ら
、

「
特
に
重
要
な
給
水
施
設
」

と
し
て
、
災
害
時
に
重
要
な

拠
点
と
な
る
避
難
所
、
病
院
、

診
療
所
、
介
護
や
援
助
が
必

要
な
災
害
時
要
援
護
者
の
拠

点
な
ど
、
人
命
の
安
全
確
保

を
図
る
う
え
で
給
水
優
先
度

が
特
に
高
い
16
施
設
を
定
め

て
耐
震
化
を
進
め
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

発
災
直
後
断
水
し
た
場

合
の
応
急
給
水
は
。

答　

避
難
所
に
500
リ
ッ
ト
ル

の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
設
置
し
、

給
水
車
で
補
給
す
る
。

大
池
広
場
基
本
計
画（
素
案
）

　
大
池
広
場
公
園
に
つ
い
て
、

地
元
の
意
見
を
取
入
れ
、
周

辺
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。
令
和

７
年
度
に
基
本
設
計
と
実
施

設
計
を
行
な
い
、
都
市
公
園

と
し
て
の
都
市
計
画
決
定
の

手
続
き
を
行
う
。
令
和
８
年

度
は
公
園
工
事
の
補
助
手
続

き
を
行
い
、
令
和
９
年
度
に

公
園
工
事
の
着
手
を
目
指
す
。

　

公
園
及
び
道
路
計
画
は
、

特
に
近
隣
住
民
の
意
向
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
近
隣
住
民
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
実
施
し
、
そ
の
後

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

健
康
遊
具
は
設
置
す
る

が
、
子
供
た
ち
の
児
童
遊
具

は
設
置
し
な
い
の
か
。

答　

児
童
遊
具
は
、
各
公
園

に
点
在
し
て
い
る
の
で
、
設

置
の
予
定
は
し
て
い
な
い
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
野
鳥
観

察
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

播
磨
町
駅
西
自
転
車
駐
車
場

　
山
陽
電
車
播
磨
町
駅
の
西

側
に
位
置
す
る
自
転
車
駐
車

場
は
、
現
在
、
隣
接
す
る
福

祉
会
館
が
受
付
事
務
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る

こ
と
か
ら
引
き
続
き
の
受
付

業
務
が
困
難
と
判
断
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
無
料
駐
車

場
と
し
て
運
営
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■
２
月
７
日
開
催

■
２
月
７
日
開
催

見
守
り
カ
メ
ラ
の
管
理
協
定

　
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
加
古
川
警
察
署

と
見
守
り
カ
メ
ラ
管
理
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の

画
像
照
会
業
務
な
ど
の
協
定

を
締
結
す
る
。

上
の
池
周
辺
歩
道
整
備

　
現
在
、
播
磨
幼
稚
園
の
園

庭
拡
張
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
歩
道
に
つ
い
て
は
、
池
に

張
り
出
し
た
構
造
で
あ
り
、

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
擁
壁
型
の
歩
道
に

改
修
整
備
す
る
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備

　
液
状
化
に
よ
り
、
マ
ン
ホ

ー
ル
が
浮
上
す
る
防
止
策
と

し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
の
側
壁
に

水
圧
を
逃
が
す
弁
を
設
置
す

る
。
発
災
時
、
耐
震
化
さ
れ

た
マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
に
便
器

や
仕
切
り
パ
ネ
ル
な
ど
を
置

き
、
し
尿
を
下
水
道
管
に
直

接
流
す
こ
と
が
で
き
る
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

各
小
学
校
に
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
を
何
基
設
置
す
る

の
か
。

答　

10
基
を
予
定
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
配
列
す
る

か
は
今
後
協
議
す
る
。

所
有
者
不
明
建
物
管
理
制
度

　
播
磨
町
古
宮
７
丁
目
に
空

家
と
な
っ
て
い
る
木
造
２
階

建
て
の
共
同
住
宅
が
２
棟
あ

り
、
長
年
に
渡
り
適
切
な
管

理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、

民
法
の
規
定
に
よ
る
所
有
者

不
明
建
物
管
理
制
度
を
利
用

し
た
申
立
て
を
裁
判
所
に
行

う
方
針
と
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

裁
判
所
か
ら
管
理
人
が

選
任
さ
れ
、
土
地
の
売
却
ま

で
を
見
込
ん
で
予
納
金
を
収

め
る
の
か
。

答　

土
地
ご
と
売
却
す
る
と

い
う
考
え
は
な
い
。
あ
く
ま

で
、
管
理
人
の
選
任
と
な
る

の
で
予
納
金
は
町
の
負
担
と

な
る
。

災
害
時
の
応
急
給
水

避難所に設置される応急給水栓

非常時給水栓
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■■
1111
月月
2626
日
開
催

日
開
催

　
児
童
生
徒
が
授
業
や
学
校

行
事
で
屋
内
運
動
場
を
使
用

す
る
際
の
熱
中
症
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
災

害
発
生
時
、
避
難
所
開
設
の

際
も
熱
中
症
対
策
が
必
要
で
、

町
内
小
・
中
学
校
６
校
の
空

調
設
備
を
整
備
す
る
。

　
停
電
対
応
型
で
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
を
動
力
源
に
稼
働
さ

せ
る
Ｐ
Ａ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
―

を
設
置
す
る
。
そ
の
他
、
配

管
・
外
構
工
事
を
実
施
し
、

工
期
は
令
和
８
年
３
月
末
ま

で
の
予
定
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

体
育
館
で
は
、
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
競
技
な
ど
の
配
慮

は
し
て
い
る
の
か
。

答　

室
内
機
自
体
に
物
が
当

た
ら
な
い
よ
う
に
、
防
球
ガ

ー
ド
を
設
置
す
る
。

問　

空
調
設
備
は
ガ
ス
式
と

電
気
式
が
あ
る
が
、
ガ
ス
式

を
選
定
し
た
理
由
は
。

答　

各
小
中
学
校
教
室
に
は

ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
マ
ル
チ

エ
ア
コ
ン
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
ガ
ス
管
も
来
て
い
る
の

で
効
果
的
な
設
備
投
資
が
で

き
る
。
今
回
採
用
す
る
Ｐ
Ａ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
付
で
あ
れ

ば
、
停
電
時
で
も
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
を
用
い
て
、
空
調
設
備

を
動
か
せ
る
た
め
、
避
難
所

開
設
の
際
も
機
能
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
。

ラ
イ
マ
市
公
式
訪
問
団
の
活

動
と
今
後
の
展
開

　
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
を

記
念
し
て
、
10
月
20
日
か
ら

24
日
ま
で
の
５
日
間
、
平
野

副
町
長
と
職
員
２
名
の
３
名

が
オ
ハ
イ
オ
州
ラ
イ
マ
市
を

訪
問
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
行
い
、
有
意
義
な

機
会
と
な
っ
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

ラ
イ
マ
市
と
交
流
し
て

い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
学
生

も
多
い
と
推
察
す
る
。
今
後

も
交
流
事
業
の
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
考
え
は
。

答　

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
活

用
し
て
お
り
、
ま
た
新
し
く

や
っ
て
い
く
こ
と
を
そ
の
都

度
発
信
し
て
、
周
知
に
努
め

た
い
。

■■
22
月月
1212
日
開
催

日
開
催

見
守
り
タ
グ
助
成

　
地
域
に
お
け
る
街
頭
犯
罪

な
ど
を
未
然
に
防
止
し
、
犯

罪
の
起
こ
り
に
く
い
安
全
・

安
心
な
町
を
目
指
し
、
通
学

路
を
中
心
に
設
置
さ
れ
た

「
見
守
り
カ
メ
ラ
」
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｌ
Ｅ
検
知
器

を
活
用
し
、
見
守
り
タ
グ
を

持
つ
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障

が
い
者
な
ど
の
位
置
履
歴
情

報
を
ア
プ
リ
で
保
護
者
な
ど

が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
。

　
本
人
の
安
全
の
確
保
及
び

家
族
の
精
神
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

見
守
り
タ
グ
の
利
用
料
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　
利
用
助
成
対
象
者
は
、
新

小
学
１
年
生
、
認
知
症
高
齢

者
、
障
が
い
者
・
児
、
小
学

２
年
生
以
上
の
児
童
を
考
え

て
い
る
。

　
広
報
は
り
ま
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
事

業
内
容
の
周
知
を
予
定
し
、

対
象
者
ご
と
に
案
内
を
し
ま

す
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

児
童
在
校
生
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
が
負
担
す
る
形

に
な
っ
て
い
る
が
、
支
援
す

る
考
え
は
。

答　

在
校
２
年
生
か
ら
６
年

生
は
、
保
護
者
と
事
業
者
と

の
契
約
に
な
る
。

　
家
庭
に
子
ど
も
が
複
数
い

る
場
合
の
割
引
は
あ
る
。

委
員
会
視
察

■■
22
月月
1717
日
（
日
（
11
日
目
）

日
目
）

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
全
国
町
村
議
員
会
館
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
議
会
広

報
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
委
員
会
は
第
２

分
科
会
に
割
り
振
ら
れ
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

（
公
社
）
日
本
広
報
協
会
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
平
本
久

美
子
氏
か
ら
、
は
り
ま
議
会

だ
よ
り
Ｎ
ｏ
265
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

改
善
ア
ド
バ
イ
ス
（
一
例
）

① 

枠
で
区
切
ら
ず
に
余
白
で

区
切
る

② 

引
き
続
き
住
民
目
線
の
興

味
を
ひ
く
編
集

③ 

Ｕ
Ｄ
教
科
書
体
だ
け
で
な

く
Ｕ
Ｄ
ゴ
シ
ッ
ク
体
も
取

り
入
れ
る

■■
22
月月
1818
日
（
日
（
22
日
目
）

日
目
）

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
お

い
て
、
先
進
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
、
神
奈
川
県
山
北

町
に
て
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　
山
北
町
議
会
の
「
や
ま
き

た
ま
ち
議
会
だ
よ
り　
議
会

の
お
と
Ｎ
ｏ
214
」
は
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
に
よ
る
、

令
和
５
年
度
町
村
議
会
広
報

表
彰
（
第
38
回
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
）
に
お
い
て
、
奨
励
賞

（
言
語
・
文
章
部
門
）
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
北
町
の
広
報
広
聴
委
員

会
は
、
議
会
の
広
報
と
広
聴

を
機
能
集
約
し
て
、
議
長
を

除
く
全
議
員
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
議
員
の
な
り
手

不
足
や
、議
会
の
見
え
る
化・

見
せ
る
化
を
意
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、
議

会
全
体
と
し
て
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

厚
生
教
育

厚
生
教
育

小
・
中
学
校
体
育
館
に

　
　
　
　
　
　
空
調
設
置

神奈川県山北町議会議場
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■
令
和

■
令
和
77
年年
11
月月
1717
日日

　

播
磨
南
高
等
学
校
で
は
、

令
和
５
年
度
の
２
年
生
か
ら

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
類
型
」
の

授
業
が
始
ま
り
、
役
場
の
協

働
推
進
課
や
兵
庫
大
学
の
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
な
ど
、
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ａ
グ
ル
ー
プ

☆ 

播
磨
町
の
文
化
施
設
の
活

性
化

☆
播
磨
町
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

　
Ｂ
グ
ル
ー
プ

☆
播
磨
町
で
イ
ベ
ン
ト

☆
ア
ニ
メ
の
聖
地
化

　
Ｃ
グ
ル
ー
プ

☆
大
中
遺
跡
で
イ
ベ
ン
ト

☆
大
中
遺
跡
を
宿
泊
施
設
に

　
Ｄ
グ
ル
ー
プ

☆
ご
み
問
題

☆ 

小
学
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　
Ｅ
グ
ル
ー
プ

☆
子
育
て
支
援
の
活
性
化

☆
播
磨
町
ロ
ー
カ
ル
新
聞

　
Ｆ
グ
ル
ー
プ

☆ 

た
め
池
の
清
掃
か
ら
特
産

品
へ

　
以
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
・
播

磨
町
で
待
機
児
童
を
な
く
す

に
は
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新

聞
と
し
て
播
磨
町
の
情
報
を

広
げ
た
い
。
な
ど
の
情
報
交

換
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
当
議
会
と
し
て
、
今
後
も

播
磨
南
高
校
生
と
播
磨
町
の

現
状
と
課
題
を
調
査
し
な
が

ら
、
意
見
交
換
会
と
し
て
交

流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▶日時　５月７日（水）・６月３日（火）・１０日（火）・１１日（水） 
　　　　午前１０時～ 
　　　　 ※　６月１０日・１１日は一般質問の予定ですが、 

　　質問者数などによって変更になる場合があります。

▶場所　第１庁舎３階　議場 
　　　　※　車いすの方も昇降機により入場し、傍聴していただけます。

▶請願・陳情の締め切り　 ６月定例会で取り扱う請願と陳情の締め切りは、 
５月２６日（月）午後５時までです。

●問い合わせ　議会事務局　TEL ０７９－４３５－２３８７

５月臨時会・６定例会のご案内

議会ホームページ

播
磨
南
高
校
2
年
生
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
類
型
」
の
生
徒
と
播
磨
町
議
会
議
員
で
、
播
磨
町
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
13
時
20
分
か
ら
14
時
10
分
ま
で
と
、
14
時
20
分
か
ら
15
時
10
分
ま
で
の

5
時
限
・
6
時
限
に
行
い
ま
し
た
。

播
磨
南
高
校
生
と
『
播
磨
町
』
を
考
え
る
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表
紙
の
題
字
は
私
が
書
き
ま
し
た

花言葉は、
幼い頃の記憶です。

自
慢
で
き
る
ま
ち

　

播
磨
町
に
は
大
中
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

社
会
の
歴
史
の
学
習
で
学
ん
だ
も
の
が
、
こ
ん
な

に
身
近
に
あ
る
な
ん
て
す
ご
い
！
こ
れ
は
こ
の
ま

ち
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
日
、
播
磨
町
の
６
年
生
は
、
子
ど
も

議
会
を
経
験
し
ま
し
た
。
６
年
生
の
私
た
ち
が
考

え
た
提
案
を
議
会
で
議
論
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
私
た
ち
の
声
を
聴
い
て
も
ら
い
、「
ま
ち

を
み
ん
な
で
良
く
し
よ
う
」
と
す
る
こ
と
も
魅
力

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
こ
の
魅
力
を

い
ろ
ん
な
人
に
自
慢
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
播
磨
町
を
今
よ
り
も
っ
と
良
い
ま
ち
に

し
て
い
き
、
播
磨
町
の
良
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

播磨南小学校　

６年生　　梅
うめ
谷
たに
藍
あ
衣
い
さん

　

議
会
広
報
公
聴
常
任
委
員
会
は
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
の
み

な
ら
ず
公
聴
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
で
あ
る
議
会
だ
よ
り
に
つ
い

て
、
住
民
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
意
見
を
編
集

に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、「
伝
わ
る
」
広
報
紙
を
目
指
し
、
開
か
れ

た
議
会
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
委
員
一
丸
と
な
っ
て
歩
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

委
員
任
期
２
年
の
満
了
に
当
た
り
、
ご
意
見
や
各
所
で
の
写

真
撮
影
な
ど
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
宮
宅　
良　
　
委
員
長

　
　
細
田　
武
男　
副
委
員
長

　
　
岡
田
千
賀
子　
委
員

　
　
木
村　
晴
恵　
委
員

　
　
竹
内　
基
就　
委
員

かわいい花を咲かせる

部活動地域移行で合同練習

ふるさと祭り（望海公園）

サクラソウ

ざ
ん
じ
き
ゅ
う
け
い

ざ
ん
じ
き
ゅ
う
け
い
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播
磨
町
議
会
だ
よ
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